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問い合わせ

○施肥

葉色が薄い場合は出穂後も追肥を施用し、稲体の活力を維持しましょう。

○水管理

・かけ流し及び夜間かん水等により地温低下を図りましょう。

・早期落水は、未熟粒や屑米、胴割れ米、茶米の増加に

つながるため、出穂後30日頃を目安にできるだけ落水

を遅らせましょう。

○適期収穫

胴割れ米や茶米等の増加による玄米品質の低下を防ぐため

適期に刈り取りをしましょう。

○病害虫防除

高温年は、ウンカ類やコブノメイガ、紋枯病などの病害虫の発生が多い傾向にあり

ます。予察情報に留意するとともにほ場観察につとめ、発生が確認された場合は、

早期に防除しましょう。

年産 Ｈ２９ Ｈ３０ Ｒ元 R２ R３ R４ R５

ヒ ノ ヒ カ リ ８２．６ ７８．８ ５４．６ ３０．６ ７９．６ ４２．8 ５３．１

きぬむすめ ８４．０ ８２．６ ８０．７ ６３．３ 75．３ 76．2 ６３．８

に こ ま る ９２．９ ６８．４ ８４．２ ８３．３ ８７．４ ３８．０ ８９．９

（参考）岡山県における「ヒノヒカリ」「きぬむすめ」「にこまる」の一等米比率の推移

●白未熟粒は、出穂後、高温の場合に発生しやすくなります。

●気象情報などに注意し、高温障害を回避するための技術対策
をお願いします。

※気象庁３ヶ月予報（R6.6.25発表）によると7～９月の平均気温は「高い」確率が60％です。
※R2年産は高温による未熟粒の発生により一等米比率が大きく低下しました。

（単位：％、農林水産省農産物検査結果）

高温時の技術対策

＜高温で発生した白未熟粒＞

令和６年７月発行

高温から水稲を守りましょう！

※R４年産は台風と日照不足等から品質が低下

※


